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３.２ 検討会のアジェンダ（案）
第1回（今回） 第2回（10月中旬） 第3回（12月中旬） 第4回（2月上旬）

全 体 • 本年度の検討内容等
の説明と検討

• とりまとめ

キャッシュレス決済のコス
ト構造分析

• クレジットカード、電子マネー・
コード決済に係るコスト構造の
分析結果の提示

• インターチェンジフィー/IRF(イシュ
アー手数料)の公開に係る影響等に
係る検討結果の報告

• 協調する領域と競争する領域に関
する検討結果 等の報告

• キャッシュレス決済のコスト構造分析
の結果とりまとめの報告

政策的意義の検証 • キャッシュレス導入に伴うコスト低減
効果、追加経済効果に係る初回
試算値の提示

• コスト低減効果、追加経済効果に
係る試算値の報告

• 新指標に係る検討の方向性の提示 • 新指標に係るとりまとめ
• 有識者ヒアを踏まえた消費者周
知のあり方素案の提示

• 消費者WEB調査の中間報告 • 消費者調査のとりまとめ

キャッシュレス決済に係る
店舗における検証

• 加盟店WEB調査の中間報告 • 加盟店WEB調査の最終報告
• 加盟店ヒアの最終報告

• 先進的加盟店調査の中間報
告その①

• 先進的加盟店調査の中間報告そ
の②

• 先進的加盟店調査の最終報告

• 店舗実証の進め方報告 • 店舗実証の中間報告 • 店舗実証の最終報告
• 店舗への周知の方法
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４.１ 本検討会での主な検討事項（案）

30

本検討会での主な検討事項（案）は以下の通り。

キャッシュレス決済のコスト構造分析
• クレジットカード（オフアスのイシュア－、オンアス）、電子マネー、コード決済等についてコスト分析を

詳細化・最新化。
• インターチェンジフィーについては、その公開の影響や、影響のモニタリング方法を精査した上で、公開

する場合の内容や方法、スケジュールを検討。
• コスト低減等に効果が生じると思われる業界の協調領域と、協調を進めるための方策を検討。

キャッシュレス決済の政策的意義の検証
• キャッシュレス化の社会的意義について、社会的コストの低減効果とキャッシュレス化による追加の

経済効果の検討を通じて検証。
• キャッシュレス化に係る新指標を検討。
• 消費者がキャッシュレス決済を活用しない理由やそうした消費者の行動の実態を把握し、消費者に

メリットのある形でキャッシュレス決済がより利用されるような周知・広報等のあり方を検討。

キャッシュレス決済に係る店舗における検証
• WEBアンケート調査、ヒアリング、店舗実証によりキャッシュレス決済導入のメリットを定量化・見える

化し、メリットを感じられていない中小店舗に対して周知・広報することで共有。
• ペーパーレス化推進について検討。
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（１）キャッシュレス決済のコスト構造分析
• 決済業界関係者内でコスト構造を共通認識とし、コストの適正化に向けた議論や活動を

促していくべきではないか。
• 協調領域や協調を進めるための方策として、案であげたもの以外に検討すべきものはあるか。
• コスト構造の理解に基づき、加盟店がサービス内容や手数料率を考慮して自社に最適な

決済事業者・サービスを選択できる環境の整備が必要ではないか。

（２）キャッシュレス決済の政策的意義の検証
• 昨今のキャッシュレス決済普及の進展や環境の変化を踏まえ、現在キャッシュレス決済普及

の指標としているキャッシュレス決済比率を今後も指標とすべきか、改めて検討する必要が
あるのではないか。

• キャッシュレス決済の活用に消極的な消費者の実態を調査し、消費者にキャッシュレス決済
のメリット等を効果的に周知する方法を検討すべきではないか。

（３）キャッシュレス決済に係る店舗における検証
• 導入を迷っている店舗やキャッシュレス決済のメリットを実感できていない店舗が、自社のビ

ジネスモデルに合ったキャッシュレス決済サービスを導入する判断材料とできるような、分かり
やすく定量化した事例を提示すべきではないか。

４.２ 御議論いただきたい点


